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は直ちに内服を 1日量 0.75gから開始し，最大効果を
得るまで増量する。最初に静注で得た効果に，内服の効
果が追いつくまで， 25mg静注を週に 1"， 2回付加する
この方法は，最初から患者に希望を与えて心理的効果も
大きい。なお静注は 25"，50mgの l-dopa生理的食塩
水溶液を 20%のぶどう糖液 40ccを加えて徐々に 5"':'" 
10分かけて行なう。
(追加)l-DOPAの脊髄作用
村山 智(薬理) 
L・DOPAの薬理作用を検索するにさいして注意すべ
きことのひとつは，いかなる溶媒を用いたかを明確に
し，また常に新鮮な溶液を使用することである。おそら
くこの点にかかわる問題ではないかとみられるのが，脊
髄反射活動電位に対する作用であり，最近 Bakerand 
Anderson (1970)が単シナプス反射の増強を述べたが，
現在までの私の実験成績では 12.5および 25mgfkg(i.v) 
適用いずれの群においても，単シナプス反射は軽く抑制
され，多シナプス反射および後根反射電位は著るしく抑
制される。 L-DOPAの固縮緩解作用に比し，その振せ
ん抑制効果は弱い。パーキンソニスムの治療薬が従来多
くはコリン作動系にかかわるものであったのをかえりみ
ると，アドレナリン作動系の薬物である L-DOPAの登
場は注目される。
(文献: Baker，R. G. and Anderson，E. G.: J. 
Pharmac. exp. Ther.，173，212"，223，1970) 
(追加)
渡部士郎(一生)
生理学の立場からアキネーゼ、を見た場合，興味は，むし
ろ「欠落症状Jとしての随意運動障害ノTタンにあるわけ
である。随意運動の発現に関しては， 44年4月，本学で
行なわれたグラニット教授の講演iSENSORIMOTOR 
CORTEXJ (解説記事: 本誌 45.381-382，1969)でも
述べられたように，大細胞系と小細胞系のふたつの細胞
コロニーの活動分担が問題点として提起されて来てい
る。このことについて，最近カリフォルニア大学脳研究
1.Neurophysioら(J.Groverand Buchwald所の 
33. 160-171パ970)が，視床，尾状核その他について， 
(1)細胞外導出による活動電位の大きさの分散， (2)各導
出部位の Kluver標本における cellsizeの分散が，コ
ンピュータ処理により，いずれの部位においても両者が
一致することから， action potential sizeから cellsize 
が比較推定できる可能性を発表しており，今後の研究の
方法として有力であると思う。 
5. 生活環境下における毒物の影響

司会z 田波潤一郎帯・有益 忍柿

物質文明の急速な進展につれて，人間の環境要素・要
因が変わってきた。疾病の発生ないし進展についての原
因としても，この著るしい変化が重要な要素となってき
た。実生活における環境要素の影響は，その環境中にお
ける存在形引，および人体への侵入経路によって区々で
あるが，特に著しいのは空気中および飲料水中に存在す
る障害物質が，呼吸器系および消化器から侵入する場合
である。職業病として，また一般に公害病として現われ
てくる。
第 1席の平野英男氏は各種の有害物質についての産業
場における中毒について，環境条件，症状および予防・
治療について述べ，会員各位に多大の感銘を与えた。会
員の多数から，疾病診断に関する質問があり，職業病に
ついての特殊診断法についての技術的開発，および検査
機関の拡充の必要性が強く要望された。
なお，会員で職場現業に活躍しておられる方々から，
大企業における職業病発生予防についての実例が報告さ
れた。また，中小企業における危険な状態が会員より指
摘され，平野氏より小企業におけるベンゾール(シンナ
ー)中毒の症例報告が追加された。
第 2席の本宮建氏の公害に関するテーマは，太気汚染
と呼吸器症状との関連性についての野外作業についてで
あり，正確な診断技術を駆使して，集団検診の信頼度を
再検討したものである。特に，新工業地域として特殊な
地形および企業形態を認める富士市における呼吸器疾
患，ないしは症状の発生に関する分析的検討結果は，会
員に多大の感銘を与えた。 
5-1. 産業中毒(水銀・鉛・有機溶媒など)
平野英男(衛生)
産業における中毒は多様化されている。 Hg，Pbなど
の古典的な中毒， CO中毒をはじめとするガス中毒，有
機溶媒中毒等が毎年発生している。
これに対しての対策となると，作業環境改善，労働時
間の短縮，作業方法の改善などがなされているが，十分
な成果が上がっていない。
千葉県も農業県から工業県へと転換をはかつてから 
10余年になっている。労働基準法適用の事業所は615カ
所(昭和 44年度)で， 10人未満の事業所は 75%，10"， 
30人未満の事業所は 18%で， 大多数は中小規模のもの
である。中毒その他物質の毒性に関する知識を持つこと
勢千葉大学教授(衛生学) 緋千葉市(小児科)
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が，中毒対策上大切な点であるが，取扱い物質の内容が
わからないか，知らされずに作業が行なわれている場合
が多い。その上，現代化学によって生み出される新物質
について，十分な毒性試験も行なわずに使用されること
もある。
急性中毒は別として，産業，労働によって発生する各
種中毒は，けん怠感，疲労，頭痛，胃腸障害など多くの
不定愁訴群ではじまり，中毒特有の症状がみられる場合
は明らかな中毒である。予防医学の立場でみるならば，
古典的な中毒，新物質による中毒，複数物質による中毒
を発見する手段は，職業歴，作業内容，取扱い物質に対
する知識を広く公開し，十分な注意を向けることが必要
であると考える。 
5-2. 大気汚染と気管支晴息
本宮 建(公衛) 
(1) 頻度調査方法の検討 全国的な大気汚染の進行にと
もない，気管支端息の有病率を知ることは，ひとつの社会
的要請となってきているが，従来，この種の調査は，必
ずしも統一された方式によるものではなく，その成績も
にわかに比較し難いうらみがあった。そこで，学童にお
ける気管支端息の頻度調査方法を確立する試みとして，
われわれの案出したスクリーニング法について解説し，
実際に，千葉県市原市，静岡県富士市で使用した際の問
題点を論じ，得られた結果について述べた。 
(2) 臨床的特徴について 静岡県富士市の気管支瑞息学
童の臨床的特徴について述べた。とくに種々の抗原に対
する皮内反応性の低いことは，アレルギー性以外の因子
の関与が疑われる。大気汚染が気管支瑞息の発症の機構
にいかに関与しているかは不明であるが，大気汚染物質
がそのまま抗原であったサンパウロ瑞息などはむしろ例
外で，一般には刺激作用，他の抗原性物質あるいは感染
性因子の侵入を容易にする，微量活性物質の遊離，自己
免疫抗体の産生が考えられている。 
6.制癌剤
司会z 香月秀雄#
〔はじめに〕
本日の公開講座は，制癌剤という主題でありますが，
古くは癌の治療は外科的療法を主体とし，放射線療法に
その脇役的役割を考えておりました。しかし最近になり
まして，放射線療法の飛躍的な進歩に加え，比較的信頼
度の高い制癌剤の登場により，癌の治療形態を再検討す
る時期に至っているように考えます。特にメスを握る者
持千葉大学教授(肺研第一臨床部門)
が，癌の治療に対する外科的療法の限界を知るに至った
ことが，また大事な点のように考えます。転移をすべて
外科的に切除あるいは除去するということは，癌の発生
のはなはだ初期を除き，また，はなはだ好運な症例を除
き，ほとんど不可能に近いということになりますと，広
い範囲の癌散布巣に対し全身投与による抗癌剤の使用は
必然的とさえ考えられてきます。しかし，その抗癌剤
は， 1， 2のものを除き，なな癌抑制の効果にしましで
も，副作用の問題にしましでも使用方法などにつき，な
お検討の域を脱していないといえます。本日は基礎，臨
床の両面の方達から，話題の提供をしていただき，討論
をしていただ、きたいと存じます。 
6-1. 放線菌の産生する制癌抗生物質
黒田収子(膏研)
現在化学療法剤として使用されている Actinomycin-
D，Mitomycin-C，B1eomycin，Chromomycin・Asを
始めとして，制癌抗生物質は，化学的に Actinomycin
群， Mitosan群， Aureolic acid群， Anthracycline 
群， Peptide群， Azaamino acid群， .Purine群に比
較的多く分布している。これら制癌性を有する物質の一
次作用点は， DNA mechanism，RNA mechanismあ
るいは両者に作用， Purine，Pyrimidine合成阻害が主
である。一方，化学療法上評価されている 6MP，8AG 
に構造上近い Purine抗生物質の再評価がされ， L・1210
マウスに有効な Showclomycinが， その毒性の低いこ
とに注目され， Pyrimidine 系の Cytosinearabino-
side は Mitomycin-Cあるいは Porfiromycin と相
乗的に作用することが認められ， Thioguanineは制癌
性の高い Azaaminoacid群のひとつ Azaserine と併
用で，よい効果を示している。 Duazomycin-Bも入癌
に評価がなされ，これら Azaaminoacid群抗生物質は 
pigmented制癌抗生物質と異なり，抗微生物作用，毒
性のともに低いことが注目される。新抗生物質の探索と
ともに，今日までかえり見られなかった既知抗生物質の
制癌効果の再検討が望まれる。 
6-2. 制癌剤の細胞選択性
寺尾 清(ー病)
制癌剤をある腫療に作用せしめる時，必ずしもすべて
の癌細胞に同時に効果がないことが多い。また一種類の
制癌剤がすべての腫虜に有効ではないこともよく知られ
ている。このような現象を解析するには，制癌剤の作用
機序と細胞の代謝の mechanismの， 2つの因子を考え
るべきである。細胞の一生は DNAを合成する時期(S-
